





































































1～2 高矢1腺土佐郡民材 59 34．428．5 69 5 黄褐色 イシゲヤキ
3 徳島県祖谷山 20536．833．5 83 ＝…A ノノ
4 痔知県汝芸郡 19239．835．0 78 7 淡紅褐色
四田康 5 高知県本山1｝丁 37543．038．3 79 7 紅褐色
6 高知県大農村 24341．035．0 73 7 黄褐色
天然木 7 高知県物部村ハ弼府山 21450．543．⑪ 73 ｝ 〃
8 徳脇酵軸町 6649．04Lo7G 6～8 〃 イシゲヤキ
9 徳島県祖谷山 77 61．551．8 7］ ｝ 〃 イシゲヤキ
10 融躁安芸郡 15840．534．0 71 w…w 〃
］ 猪木谷28ろ 22／ 80．572．5 8］ 6～8帯紅褐色
E順1鷺・ 2 〃 19576．967．8 77 11～13 〃
3 ノノ 20255．649．8 80 7 〃
天然木 4 〃 15039．035．0 81 6～7 〃
5 中内谷6い 695LO4LO65 6 〃
1 商嶺芦谷15と 64 36．925．5 48 4～5 淡褐色 　　大蕉9年植栽p　　ケヤキと他の落葉
i：｛原討 2 〃 65 19．516．0 68 3～4 〃 広葉樹の混交林
造林木 3 鹿足河内49い 50 23．317．5 57 3～4 〃 　　昭和4年植栽p　　スギとケヤキの混
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図5　島根県日原営林署産ケヤキの直径生長率の変動
増加するものもあった。生長率の変動の様子は個体によってかなり差があるが，100年生以後の老齢期
には1％前後あるいはそれ以下に低下する。
　日原営林署産のケヤキ天然木の生長率についてみると（図5），最初の50年間は急激に，その後は緩
やかに低下し，150～200年生になると生長率は0．2～0．5％に低下した。個体によって生長率の推移状
況が異なり，波型に変動するもの（No　4）もあった。造林木では，最初の10年間の生長率が著しく高
く，四国産のイシケヤキ型のパターンを示すものもあった。しかし，一般に最初の20年間は急激に，
その後は緩やかに低下した。50年生時の生長率は生長の良いNo　1で2．3％，生長の悪いNo　2で0．3％で
あった。個体によって大きな差がみられた。
4．考　察
　ケヤキ天然木及び造林木の生長は個体によって著しく異なる。本研究においては，初期生長のおう
盛な早生型のものと，長期間緩慢に生長を続ける晩生型の二つのタイプが認められた。この生育型の
違いが品種によるものか，立地条体の差によるものか明らかでない。関西地方では，ケヤキをホンゲ
ヤキとイシゲヤキに区別し，前者は木目が細やかで材質良好なもの，後者は木目が荒く，年輪が不揃
いで材質不良なものとしている。早生型のものがイシゲヤキに相当すると思われるが，ケヤキの品種
にっいては今後くわしく研究する必要がある。
　次にケヤキ林の施業について考察する。ケヤキの直径生長の経過をみると，年輪幅は波型に大きく
うねりながら生長していることが多い。これは長い年月の間に被圧時代があり，また被圧から解放さ
れた時代があって，周閤の環境条件の変化によって生長が左右されていることを示している。また老
齢になってからも条件がよければかなりよく生長することがわかった。ケヤキは環孔材で，極端に生
長が悪くなると，道管のみで構成された軟らかいぬか目材ができる。ケヤキは大径材ほど品質が良く，
高価に取り引きされるので，普通長伐期施業（150年以上）が採用されている。ケヤキ林の施業に際し
（46） 橋　硝　隼　人
ては，間伐などの手入れを加えて生長を促進し，年齢を均一にするよう施業することが大切と思われ
る。
　ケヤキ林の施業試験の例はないが，山脇5）は55年生の人工林の生育調査を行い，優良大径材生産のた
めの施業方針を提案している。ケヤキは高品質材ほど高価であるので，人ヱ林の生産目標を，胸高直
径70cm，枝下高8m以上，末□径54cm，樹高23mとすると，伐期齢は170年，伐期におけるha当たり
成立木数は100本が適当であろうとしている。日原産のケヤキ天然木の直径生長をみると，胸高直径70
cmに達するのに200年を要している。しかし間伐などの手入れを加えれば，伐期を短縮することが可能
であろう。平均年輪幅を2mm前後に調節すると，伐期は170年となる。
　佐藤ら4｝は東大秩父演習林のケヤキ人工林で上層間伐を行った林と間伐をしていない林について，供
試木を伐倒して，幹，枝，葉の現存量，幹の生長是などを調べた。それによると，ha当たりの幹，枝，
葉の量及び生長ヱは間伐区よりも無間伐区がはるかに多く，また葉の単位当たりの幹材の生産：∫：は無
間伐区がやや大きいようであったという。この林分では上層間伐の効果が出ていない。しかし，竿者
ら1’2）が壮齢のブナ林及びクヌギ林で整理伐（保育間伐）を行った結果によると，間伐の効果は著しく，
直径生長，樹高生長，材積生長はいずれも顕著に促進された。また個体当たりの枝，葉の量が増加し
たが，枝の枯れ上がりは阻害された。ケヤキ林の施業に際しては，幼齢時代には密生させて枝の枯れ
上がりを促し，十分な枝下高になってから間伐を実施して，樹冠の発達と幹の肥大生長を促進するこ
とが重要であると考える。
IV　総 括
　四国産及び島根県日原産のケヤキの生長を調査し，ケヤキ林の施業について考察した。本研究の結
果は次のとおりである。
　1．ケヤキの直径生長の経過について，早生型と晩生型の二つのタイプが認められた。イシゲヤキ
型の木は生長が早く，早生型のようであった。
　2．早生型の個体は最初の50年間の肥大生長が特におう盛で，年齢幅は最盛期には5～6mmに達し
た。晩生型の個体は緩慢に生長し，年輪幅は2mm以下で推移した。
　3．直径生長の経過は個体によって著しく異なり，波型の変化をするもの，変動の小さいもの，ま
た老齢になってから生長が良くなるものなどがあった。
　4．直径生長率は，早生型の個体では最初の10年間が著しく高く，その後急激に低下して，50～60
年生で1～2％になった。晩生型では，25年生ぐらいまで急激に，その後は緩慢に低下して，老齢期
には1％前後あるいはそれ以下で推移した。日原産天然ケヤキの老齢期の直径生長率は0．2～0．5％で
あった。
　5．ケヤキの生長は周囲の環境条件の変化によって著しく左右されるようなので，ケヤキ林の施業
に際しては，間伐などの手入れを加えて生長を促進し，年輪幅を均一にするよう施業することが大切
と思われる。
ケヤキの天然木及び造林木の生長とケヤキ林の施業について （47）
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